平成２８年度　えびの市行政評価の外部評価結果
○基本施策：市民協働によるまちづくり
　担当課：市民協働課
	主要施策名
	外部評価員の評価
	評価の補足

	市民協働の推進
	Ｂ：おおむね順調
　（改善の余地があるか検討もしてほしい）
	・全ての面で認知を広げる仕組みの強化が必要である。その点の改善が施策の評価を大きく高めると思いますし、効果を高

　めると考えます。
・市民への情報などの周知方法に工夫をしてほしい。学校等で配布することによって、地元のために色々な活動がなされて

　いることを子どもたちが知る良い機会だと思った。
・担当課の意識と住民の意識のギャップがある。住民の意識をもう少し高められるようにすることが必要と考える。

	市民協働の仕組みの充実
	Ｂ：おおむね順調
　（改善の余地があるか検討もしてほしい）
	・市民団体連絡会議の組織としての可能性を感じるが、現状としては全く機能していないに等しいので注力してほしい。
・コミュニティ機能の向上につながっているか明確ではないので、見える化を求めます。
・担当課として住民活動への支援（協働）が必要と考える。
・自治会加入にもう少し力を入れていく必要があると考える。（昨年加入が37世帯と少ない）

・ぷらいど21事業について、助成団体をもっと絞り込んでも（例：3団体）いいのでは。新規、統廃合など見直しも行い
　ながら進めてみては。
・他市のまねでなく、市民が参加しやすく、市の職員もメンバーとして参加、かつ認知度の高い事業を育てていくことも検
　討してみてください。
・行政のマンパワー不足

・過疎化、少子化問題をふまえ、若者がまちに出てくるような仕組みを考えてほしい。（Ｗｉ－Ｆｉ整備など）

・総合計画にある「目指す姿」と現状が遠すぎるので何か考えないといけない。
・えびの市ならではの課題の整理が必要。住民の課題：継続性、高齢化、固定化、周知。　市の課題：マンパワー、横の連

　携。これらえびの市の課題をクリアするための見直しをしていくことが必要。

・できないことを無理にすすめるよりは、取捨選択することが大切。目標を絞り、単純化すること。


＊その他施策（市民協働によるまちづくり）に関する全般的な意見、考え等

　・協働そのものの認識が広がりにくく感じます。市・行政として力を入れるポイント（分野）と、協働をうながしていくポイント（分野）を整理して

　　打ち出してほしい。

　・成果の判断基準がわかりにくいので、成果を市民レベルで知ることのできる環境づくりをよりいっそう進めてほしい。

　・今回の説明等を受け、初めて理解した部分があり、少し興味が持てました。

　・高齢化や過疎といった内容をマイナスにとらえず、プラスにもっていければと思います。

　・住民と行政との協働ができていないと感じている。

　・行政がもう少し住民活動に関わりを持って方向付け（運営面の支援）をしていく必要がある。

　・市民への情宣活動不足。ホームページをもっと見やすいようにつかいやすいように。

　・助成金ありきの事業

　・どのようなことを「まちづくり」と言うのかが市民に伝わっていないのではないか。

　・過疎化が原因のようにも考えられるが、過疎化しないような取り組みが必要と思われる。（市外からの流入を促進するような）

　・協働のまちづくりの形を伝えるのは、初めの段階では難しい。住民をどのようにして巻き込むか段階的に進めるような実施方法を考える必要がある。

平成２８年度　えびの市行政評価の外部評価結果

○基本施策：資源循環型社会の推進
　担当課：市民環境課

	主要施策名
	外部評価員の評価
	評価の補足

	ごみの減量化・
リサイクルの推進
	Ｃ：進んでいるが順調とはいえない
　（施策、個別事業等の見直しを要する）
	・市民への啓発事業の必要性を強く感じた。行政として行っていることは評価できるが、ゴミを出す側の教育の必要性を強

　く感じる。
・市として、職員として、一生懸命取組んでいただいていることは感じた。あとは、市民の意識向上のための周知方法、周

　知活動に工夫が必要ではないかと感じた。出前授業を子どもたちにも。

・分別してゴミを出すと市にお金が入るものがある事についてはもっと広報し、住民に知らせる必要があると思った。

・市民の意識向上策として、出前授業の強化、その他の手法も検討していただき、将来より良いえびの市を目指したい。
・分別することでお金になる等、市民協働による情宣活動。
・市民の意識を高めること

・市として計画的に進めており、市民のモラルの無さが大きな課題であることがわかった。

・減量化、リサイクルの推進等、市民への広報について、その方法の見直しが必要と思われる。

・市民への講座もされているが、その講座を市民グループ（ＮＰＯ，ボランティア）に委託するなど、市民目線の活動が必　

　要と思う。

	廃棄物処理施設の
整備
	Ｂ：おおむね順調
　（改善の余地があるか検討もしてほしい）
	・施設の将来ビジョンがないことは大きな課題。社会インフラとして必要なものなので、迅速な対策を課レベルではなく、

　市レベルで取組むべき。
・施設整備の方向性を早急に見出してほしい。早く今後の計画を立てる必要があると感じた。
・市民には伝わりにくいが現状では進んでいるようだ。

	不法投棄等への対策の推進
	Ｂ：おおむね順調
　（改善の余地があるか検討もしてほしい）
	・広報に力を入れる必要がある。
・お金をかけているものの、市民の意識が低いのでは。
・何でも引き取り屋的なものはできないか。（自転車バイク、洗濯機、冷蔵庫、テレビ等）


＊その他施策（資源循環型社会の推進）に関する全般的な意見、考え等

　・社会的背景として、ゴミを減らす以上にゴミが出る環境になっているため、対策には課題が多いと思う中、様々な苦労があると思います。
　・リサイクルの取り組みや仕組みを強化する必要性を改めて感じる。
　・不法投棄の存在はあまり認識していなかったが、想像以上に多いことを知り、その対策に約400万円も使っていることを逆に周知することで、市民　　

　　の目を厳しくしても良いと思った。
　
評価区分


Ａ：順調（現状を継続してほしい）


Ｂ：おおむね順調（改善の余地があるかも検討してほしい）


Ｃ：進んでいるが順調とはいえない（施策、個別事業等の見直しを要する）


Ｄ：進んでいない（施策、個別事業等の大幅な見直しを要する）





評価区分


Ａ：順調（現状を継続してほしい）


Ｂ：おおむね順調（改善の余地があるかも検討してほしい）


Ｃ：進んでいるが順調とはいえない（施策、個別事業等の見直しを要する）


Ｄ：進んでいない（施策、個別事業等の大幅な見直しを要する）








